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4) 顎口腔領域悪性渡 療患者 の治療 成績

.-23年間271例 につ いて一一.
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当科開設以来23年間 日974年 5月-1997年 4月)に

経験 した顎口腔領域悪性腫療1次症例271例について治

療成績を検討 し報告する.

方法 :CTの診断への導入, また,化学療法 として

CDDP を臨床導入する以前の11年間 1飢例 (前期)と,

それ以後の12年間 170例 を後期)の 2群に分け,臨床統

計的に検討 し,治療成績は最終生存確認 日を 1997年10

月末日とし, K ap lan - MeieT法にて累積生存率 を算

出した.

結果 :後期では症例数の増加がみられた.初診時年齢

は前期では17歳から84歳,平均 56.6歳,後期では19歳

から93歳,平均 63.9歳 と高齢化がみられた.部位別頻

度は舌癌,下顎歯肉癌が多 く,ともに後期では増加 して

いたが,上顎洞癌は後期では減少 していた.組織型は偏

平上皮癌が大多数を占め,癌腫における Sもa那 分類は

ていた.累橋生存率は前期では3年 :64.2%, 5年 :

59.2%であ り,後期では 3年 :69.7%, 5年 :65.5

%であった.

5) 悪性脳腫藤 の RF組織内温熱治療

一新 しい加温装置 HEH-250C を用いた
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目的 :癌に対する集学的治療の一つとして温熱療法の

評価は高いものの,加温技術がないこと,加温機械の煩

雑さから広 く普及 していないのが現状である.我々は温

度制御可能で,温度センサー異常探知機能を備えた,節

しい RF組織内加温装置 HEH 250-C を開発 し,

悪性脳腫療30症例に施行 したので,その有用性について

報告する.方法 :且9銅 年 7月より1996年 9月までに30

例の脳膿藤に対 して上記温熱治療装置を用いて温熱治療

を行った.年齢は19184歳,平均 48.3歳で,男15例,

女15例であった.悪性神経腸腺19例,転移性脳腫壕8例,

再発性髄膜腫 3例.全開 とも局所麻酔下に定位脳手術装

置にて 1mmの頭蓋内電極 を設置 した.電極 は ト 5

本便作目ノ,加温回数は 1-9回, 1回の加温時間は10-60

分であった.加温に際 しては,温度測定用カテ-テ]L/を

留置 し,腰痛緑を夕-ゲットとして複3℃となるよう温度

制御 L/JL=. 結 果 :治療効果は, ('R5T札 Pfミ9例

(CR+PR46.7%上 NR呈6例であったが,涯境内の壊

死形成を考慮 したハイパーサーミア学会による評価法で

は,(lrh 8例,PRhl押りtCRh十Ⅰ~)Rh66.7001,

NRhlO例 となり,従来の治療に比べ,高い奏功率 を認

めた.副作P削孟創感染 1例,髄液漏2例,腰痛内小出血

lf札 一過性脳浮腫が6例に認められたが.いずれ も垂

寓なものはなく,熱傷や電気的なトラブルは1例もなかっ

た.通算95回の加温 も安全 に行われた,結語 :新 しい

RF組織内加温装置 HEH- 25OC は,安全性,有効

性 とも認められ,今後もさらに悪性脳腫藤に本装置を使

い,集学的な癌治療を行ってい く予定である.

6)手術不能食道癌に対する5-FU 少暴持続

静注 キCisplaもin静注+放射線の治療効果
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我利 ま91年11月より RT+5-FU の同時併用療法

を開始 し,RT単独よりも治療成覇が良好であること

を報告 してきたが†局所制御撃,生存率はまだ満足する

ものではない.そこで治療成績改善のために,これらに

加えて放射線増感効果を有する CDDP をも併用する

ことにした,症例数は29例で, 51FU併用群 に比 し

進行病期が多かった 秦効率は79%, 1年 2年生存率は

それぞれ52,34%であった.租局所制御率は38%であっ

た.副作用に関 しては,Grade4の血小板減少が 1例

のみで,GTade2, 3の食道炎の発現頻度は高かった.

7) 食道痛放射線治療後に発症した晩発性 放 射

根性胸膜炎 t心膜炎の1例
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症例は67才の男性.93年 8月につかえ感で発症 した食

道痛 (Im 2型 7.5cm T4NIMO)に対 して93年 9


